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論文内容の要旨
〔目的〕









1) C P Bの方法:平均体重 3.3kgの幼犬 2 1 頭を用い 2 時間のCPB を行った。 CPB開始後の 3 0 分
間は高流量 (120m1 I kgI m i n ) 定常流でCPBを行い 血液温 20 0Cの超低体温となった時点で
CPBの種類により次の 4群に分けた。即ち I 群:高流量 (1 2 Oml/kglmin) 定常流群， n群:
高流量拍動流群，皿群:低流量 (6 Om 1 I kgI m i n )定常流群， 1 V群:低流量拍動流群とした。乙の
状態で 6 0 分間のCPBを行った後 復温(血液温 3 60C) , 3 0 分後にCPBを終了した。
2 )測定項目:微小血管の蛋白透過性の指標として， リンパと血祭の総蛋白 (TP) ，アルブミン (Alb)
及びグロプリン (G lb) の蛋白濃度比 (CI/Cp) を測定し，その経時的変化と群聞の比較を行った。
-310-
組織間水分貯留の指標として，大腿筋組織圧 (mmHg) を測定した。群内の比較には paired-t
test ，群聞の比較にはANOVAおよびDuncan法を用いた。
〔成績〕
1 )蛋白透過性の変化 (C1 /Cp) : C P B -3 0 分でのTPのCL/CP は， 1 から IV群で各々平均
(:tS D) で， O. 9 1 :t O. 0 8 , O. 8 7 :t O. 0 8 , O. 8 9 :t O. 0 7 , 0.8 1 :tO. 0 5 であり，群聞に有
意の差はなかったが，犬での正常値(O. 2 4 -O. 4 0 )に比し高値(蛋白透過性冗進)であった。各
Cl/Cp の変化を，低体温下CPB60分 (DH 6 0 分)時と復温終了時について，平均値のみを表に
示す。
群 CPB90 分 (DH 6 0 分) CPB120 分(終了時)






G-2 0.76*-, I 0.85* 
G-3 0.8 2 ? I I 0.9 5 
G-4 0.67 *'-d..J 0.8 2 
同凡什」
(* : p < O. 0 5 対CPB30 分， **:p<O.OOl 対CPB30 分， #:p<O.O 5 対群間)
1) T P の C l/Cp は， CPB-90分で 1 1 , 1 V群で有意の低下(透過性抑制)を示し，終了時には
1 1 1 , 1 V群において低下を示した。群聞の比較では， CPB9 0 分で 1 1 群が I 群に， 1 V群が他
の 3 群全てに比し低値を示し，終了時にもその傾向がみられた。 Alb の C l/Cp は， CPB90 分では
1 1 群において低下を示し，終了時には II ， III ， IV群でも低下を示した。群間では，終了時に
のみ 1 1 , 1 V群が I 群に比し低値を示した。 Glb の C11 Cp は， CPB9 0 分において 1 群で上昇
(透過性克進)を示し，かつ他の 3 群に比し有意に高値となり，一方 1 V群はCPB90 分および終了
時に低下を示した。
2 )大腿筋組織圧は 1 V群以外で経時的に増加し，その程度は I 群で最も強かった。
〔総括〕













留は低流量拍動流において軽度である乙と 2) 蛋白透過性は 総蛋白については流量に関わらず拍動流
で抑制され，かっ低流量で、乙れが顕著である乙と， 3) 蛋自分画でみると，アルブミンとクゃロプリンとで
はその透過性の応答が異なる乙とを明らかにしている。
本研究で得られた結果は，新生児，乳児の超低体温体外循環法の安全性向上に寄与する新しい知見であ
り，又臨床的意義も大きい。
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